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1．はじめに
私はこれまで「デザイン記号論」の可能性を探求するために、一方で記号論の研究を続
けながら、さまざまなデザイン現象を記号論の視点から考察してきた。最近の研究ノート
は以下の通りである。
○「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究 1」（「デザイン記号論の理論的背景」につ
いて）（１）
○「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究 2」（「ニュー・バウハウスならびにウルム
造形大学におけるデザイン教育」について）（２）
○「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究 3」（「情報デザイン」について）（３）
○「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究 4」（「デザインと記号論の関わり」につい
て）（４）
○「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究 5」（「哲学者、物理学者、音楽家、建築家
が捉えたデザイン」について）（５）
○「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究 6」（「認知科学者が捉えたデザイン」につ
いて）（６）
本研究ノートにおいては、デザイン教育における記号論の可能性について具体的に考察
する。デザイン教育への記号論の導入は 1937 年のニュー・バウハウスに始まるが、学長
L.モホリ＝ナギの考え方は次のように紹介されている。
「彼（L.モホリ＝ナギ）が概要を述べたカリキュラムは、『将来、われわれは一つのこと
を全体との関わりの上でなしには決して語れない』という意見と一致していた。ニュ
089デザインへの記号論的アプローチ─事例研究7
デザインへの記号論的アプローチ
─ 事例研究 7
川間哲夫
──要旨
本研究ノートにおいては、和光大学における私のゼミナールの事例を紹介しながら、デザイ
ン教育における記号論の可能性について考察する。
研究ノート
ー・バウハウスの学生は、生物学の技術および生態学、化学および物理学、数学およ
び幾何学の指導を受けるであろう。心理学、哲学および社会学は、絵画、彫刻、建築、
写真、繊維およびその他のあらゆる製品デザインを補足することになろう。」（７）
L.モホリ＝ナギはこのことを実践するために、記号論者 C.モリスをニュー・バウハウスに
招聘した。
また 1950 年代のウルム造形大学におけるM.ベンゼらの記号論に基づくデザイン教育に
ついて、卒業生である G.ボンチーペは次のように回顧している。
「当時のデザイン学校において、言語をデザイン教育に含める事は全く想像できない
決定であった。その目的はデザインについて考えたり、書いたりする能力を持つ学生
を要請する事であった。……私の知る限り、言語をデザインの領域とみなす試みは、
他のいかなるデザイン学校においても取り上げられてこなかったし、展開されてもこ
なかった。」（８）
以上に示したように、記号論を導入したニュー・バウハウスおよびウルム造形大学におい
ては、デザインを単なる造形活動として捉えるのではなく、人間の記号活動の一部として
捉えている事は特記すべきであろう。その後記号論に基づくデザイン教育はケルン応用科
学大学、オッフェンバッハ造形大学、ハンブルク造形美術大学、アアルト大学、インド工
科大学、武蔵野美術大学、オハイオ州立大学、イリノイ工科大学、クランブルック美術ア
カデミー、フィラデルフィア美術大学等において展開されている。
2．デザイン教育における「デザイン記号論」の試み
次に私のゼミナールで取り上げたいくつかの事例を紹介する。
「デジタル・バウハウス」（1997）（９）
このプロジェクトの目的はドイツのデザイン学校、バウハウス（1919-1933）のデジタ
ル・ミュージアムを制作することであった。具体的にはバウハウスの構成メンバーである
W.グロピウス、L.ファイニンガー、J.アルバース、H.バイヤー、M.ブラント、M.ブロイヤ
ー、J.イッテン、W.カンディンスキー、P.クレー、H.マイヤー、L.ミース ファン デル ロー
エ、L. モホリ＝ナギ、O.シュレンマー等の作品をコンピュータで再現しながら、彼らの考
え方やデザイン・造形の方法について記号論的な視点から考察した。最終的にはデッサウ
におけるバウハウス校舎を再現し、構成メンバーの考え方、デザイン・造形の方法を彼ら
の作品とともに展示した。
バウハウスの構成メンバーのデザイン・造形の方法を記号論的に捉えるならば、次の三
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つの記号プロセスとその組み合わせが認められる。なお彼らの記号プロセスの分析の詳細
については拙著、「バウハウスにおけるデザイン・造形のセミオシス」を参照してもらいた
い（10）。ここではその代表的なものについてのみ紹介する。
第一に L.ファイニンガー、J.イッテン、P.クレーに代表されるデザイン・造形の「質的可能
性」を追求した記号プロセスが挙げられ、それは C.S.パースの現象学における「第一次性」
に対応する。具体的には例えば神秘主義者である J.イッテンの次のような例が挙げられる。
「正方形という形で J.イッテンが連想したものは、やすらぎや死、黒、暗さ、赤色な
どであり、三角形では、激しさや生、白、明るさ、黄色であった。円という形態から
は、均衡、無限、落ち着き、そして限りない青が連想された。」（11）
そして第二に H.マイヤー、G.ムッヘに代表される「現実的因果性」に目を向けた記号プ
ロセスが挙げられ、それは C.S.パースの現象学における「第二次性」に対応する。具体的
には例えばマルキストである H.マイヤーの次のような例が挙げられる。
「この世界の全ての事物は、〈機能と経済〉に規制されており、住宅も、住むための機
械装置、かつ心理的、肉体的要求のための生物学的装置につきる。」（12）
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そして第三にW.カンディンスキー、O.シュレンマー、L.モホリ＝ナギに代表される「法
則性」を追求した記号プロセスが挙げられ、それは C.S.パースの「第三次性」に対応する。
具体的には例えば O.シュレンマーの次のような例が挙げられる。
「O.シュレンマーは 1926 年に『ヴィーヴォ・ヴォーコ』誌に『舞踊数学』と題する論
文を載せ、身体機械的・数学的な舞踊を説いた。」（13）
こうした多様な記号プロセスは必ずしも同時期に共存していたわけではなく、むしろ重視
される記号プロセスがシフトしていったと考えられる。すなわち初期のバウハウスにおい
ては、「質的可能性」である「第一次性」の記号プロセスが重視され、中期には「現実的因
果性」である「第二次性」の記号プロセスが重視され、後期には「法則性」である「第三
次性」の記号プロセスが重視された。結果的にバウハウスは試行錯誤を繰り返し、これら
三つの多様な記号プロセスの可能性を探求し続けたと言える。
「ポスターのデジタル・ミュージアム」（1998）（14）
このプロジェクトの目的は凸版印刷から寄贈された復刻版「欧米のポスター 100・1945-
1990」を素材としてデジタル・ミュージアムを制作することであった。全体の構成として
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は 100 枚のポスターを「国別検索」、「作者別検索」、「年代別検索」ならびに「モチーフ検
索」できるように編集した。具体的には「国別検索」ではアメリカ、オランダ、ポーラン
ド、イギリス、スペイン、ドイツ、フィンランド、フランスなど国別にポスターを検索で
きるようにした。また「作者別検索」ではデザイナー名でポスターを検索できるようにし
た。また「年代別検索」では 1945 年から 1995 年まで 5 年毎に年代を区切ってポスター
を検索できるようにした。そして「モチーフ検索」では「武器」、「顔」、「動物」、「文字」、「死
体」といった主要なモチーフでポスターを検索できるようにした。ここで取り扱ったポス
ターの数は 100 点と少なかったが、検索項目を検討し、ポスターの背後にある時代や社会
や文化を読み取れるように工夫し、デザインのための画像データベースのあり方について
考察した。
「インターネットによる世界旅行」（2002）（15）
このプロジェクトの目的は C.イームズの実験映像「パワーズ・オブ・テン」のような魅
力的な映像メディアを制作することであった。「パワーズ・オブ・テン」はオランダの教育
学者キース・ブーケのアイディアを C.イームズが映像化したものと言われている（16）。その
アイディアは 10mの 0 乗から 24 乗まで視点をジャンプさせながら地球を映像化し、その
後で逆に 10mの 24 乗から 10mの 0 乗に視点を降下させて出発点に戻り、さらに 10mの-
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16 乗まで視点を降下させて、ミクロの世界からマクロの世界までを映像化させたもので
ある。私たちはこのアイディアをヒントに、地球上の視点を西へ西へと移動させながら見
える風景を映像化した。具体的には北緯 55 度から 0 度まで地球を 5 度毎に担当者を決め、
それぞれ視点を西へ西へと移動させ、通過する地点の風景をインターネットで画像検索し、
北緯別に捉えられた風景を映像化した。実際には数分で地球を一周できるものにした。こ
のプロジェクトの目的は私たちが日頃目にすることのない多様な世界を探求し、それを映
像化することであった。さらにこのプロジェクトでは「世界の建築」、「世界の料理」、「世界
の映画」、「世界の絵画」、「世界の衣服」、「世界の音楽」、「世界の文字」、「世界の顔」の映像
化も試みられた。
「生物から見た世界」（2004）（17）
このプロジェクトの目的はドイツの生物学者 J.ユクスキュルの提唱した「環境世界
（Umwelt）」をコンピュータを使って視覚化することであった。J.ユクスキュルは一本のカ
シワの木を取り上げ、「きこり」、「少女」、「キツネ」、「フクロウ」、「アリ」、「カタツムリ」、
「ヒメバチ」がどのようにカシワの木を見ているかを観察し、生物の多様な環境世界の存
在を明らかにした（18）。私たちは書籍、インターネット、ビデオ映像、博物館などから可
能な限り生物に関する資料を集め、環境世界の視覚化を試みようとした。しかしながらす
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ぐさま困難に直面した。というのはさまざまな生物の眼球等の構造を生理学的に把握でき
ても、個々の生物の「意味の世界」が捉えられない限り、環境世界を視覚化することはで
きないことに気づいたからである。従って私たちは一方で生物に関する資料を研究すると
ともに、個々の生物が何に関心があるかを想像しながら、コンピュータを使って環境世界
を視覚化した。具体的には人間（大人と子供）、犬、猫、馬、ネズミ、カラス、蛇、ハエ、
蚊、トンボ、ホタル、ミツバチ、金魚から見た環境世界を視覚化した。こうした試みは極め
て実験的ではあるが、デザインの問題を考える上で重要な問題を含んでいる。というのは
多くの場合デザインはユーザにとっての意味を考慮することが不可欠であるからである。
「音と映像」（2006・2010・2012・2016）（19）
このプロジェクトは映像作家である O.フィッシンガーや N.マクラレンの映像作品を研
究しながら、音にシンクロする映像をコンピュータを使って制作することであった。具体
的な制作方法は次の通りである。
１）最初にガレージバンド等を使って音を作る。その音は比較的単純なものであり、音
楽と呼べるほど完成度の高いものではない。
２）次にその音の楽譜や波形データを作成する。
３）楽譜や波形をガイドとして利用し、リズムや音階や楽器に合わせて、映像制作ソフ
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ト（Flash や After Effectsなど）を使って映像を制作する。なお造形要素としては単純
な幾何学図形やフォントを使用し、それらを拡大縮小、変形、色彩の変化、移動さ
せながら、音とシンクロする映像を制作した。その理由は正確にシンクロさせるた
めには、音や映像を可能な限り単純化し、コンピュータの技術的な負荷を減らす必
要があるからである。
以上が基本的な映像制作の方法であるが、実際には映像を制作した後で、シンクロする
音を作る場合や既存の音楽に合わせて映像を制作する場合もあった。
こうした音楽とシンクロする映像制作には音と映像を一度抽象的な記号プロセスに変換
する必要があり、記号論的に捉えればそれは「メタ言語」を介在させた統合的なデザイン
と言える。
以上に示した「デジタル・バウハウス」、「ポスターのデジタル・ミュージアム」、「インタ
ーネットによる世界旅行」、「生物から見た世界」、「音と映像」はそれぞれまったく異なる領
域を取り扱ったプロジェクトであり、その目的もデザイン方法も異なる。しかしながら私
たちはデザイン記号論の立場からデザイン・プロセスを一つの推論と捉え、そこには共通
の記号プロセスが介在しているとみなした。C.S.パースは記号の普遍的な理論として自ら
の記号論を構築し、記号の 10 分類、最終的には記号の 66 分類を導き出している（20）。こ
うした記号分類はいわばあらゆる推論の形式の一覧表とも言えるものであり、先に示した
プロジェクトにおける「デザインの推論」もこの記号分類に含まれることになる。逆に言
えば記号論は私たちに多様な「デザインの推論」を提供することができるのである。
3．おわりに
私はこの研究ノートにおいて、ゼミナールの事例を紹介しながらデザイン教育における
記号論の可能性を考察した。デザイン教育に記号論を導入することは、とりもなおさずデ
ザイン・プロセスを人間の記号活動の一部として捉えることであり、より広い人間の記号
活動の視点からデザインの可能性を探求することに他ならない。
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（4-1） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（袁氷他）
（4-2） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（4-3） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（4-4） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（5-1） 「音と映像」、2006 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（小原慶太）
（5-2） 「音と映像」、2010 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（井出楓）
（5-3） 「音と映像」、2012 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（渡辺日向）
（5-4） 「音と映像」、2016 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
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